
明

夷

待

訪

録

嘗

作

集

中
園
の
書
物
に
は
非
常
に
誤
字
が
多
い
。
そ
れ
は
漢
唐
の
古
典
ば

か
り
で
な
く
、
近
世
の
著
述
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
そ

の
誤
字
に
は
、
異
版
を
用
い
て
封
校
し
て
訂
正
で
き
る
も
の
と
、

れ
が
不
可
能
な
場
合
と
あ
る
。
更
に
困

っ
た
こ
と
は
、
漢
文
に
お
レ

て
は
一
字
と
い
う
も
の
は
、
欧
文
に
お
け
る

一
語
に
相
首
す
る
。
欧

文
に
お
い
て
は
語
中
一
字
の
ミ
ス
プ
リ

ン
ト
な
ら
ば
、
讃
ん
だ
だ
け

で
す
ぐ
護
見
で
き
る
が
、
も
し
一
語
が
違

っ
て
い
た
と
し
た
ら
ば
封

校
し
な
い
限
り
、

そ
の
誤
を
断
言
し
に
く
い
。
同
様
に
漢
文
に
お
い

て
は
一
字
の
中
の
筆
重
の
誤
り
は
す
ぐ
訂
正
で
き
る
が
、
字
そ
の
も

の
が
別
字
に
な

っ
て

レ
た
誤
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
遊
見
で
き
な
い

し
、
遊
見

L
て
も
誼
擦
が
な
け
れ
ば
、
断
定
す
る
こ
と
が
む
つ

か
し
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ぃ
。
と
こ
ろ
が
貫
際
に
お
い
て
は
謹
擦
が
な
く
て
誤

っ
て
い
る
場
合

が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
、
劉
校
す
る
異
本
が
な

宮

崎

定

市

く
て
も
、

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
か
と
い
え

ば
、
分
ら
な
い
文
章
ほ
ど
後
世
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
も
の
は
な

そ

く
、
分
ら
な
い
文
章
を
讃
も
う
と
す
る
時
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費

F
h
u
 
oo 

す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る。

も
ち
ろ
ん
此
方
の
皐
力
が
足
り
な
く
て
、
請
め
る
文
章
が
讃
め
な

い
時
も
あ
る
。
併
し
ど
う
し
て
も
分
ら
ぬ
時
は
、

一
躍
は
誤
字
が
な

い
か
と
考
え
、
前
後
の
文
意
か
ら

」
う
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
見
首

を
つ
け
る
の
が
本
嘗
の
本
の
讃
み
方
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
科
準
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お

レ
て
、
偲
読
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
そ
の
最
初
の

着
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
最
後
の
結
論
で
も
あ
る
こ
と
を
思
え

ば
、
清
代
考
謹
撃
の
、
謹
な
き
は
信
、ぜ
ず
、
と
い
う
数
僚
を
そ
の
ま

ま
墨
守
し
て
、
自
ら
萎
縮
し
て
し
ま
う
必
要
は
な
い
。

明
夷
待
訪
銭
は

近
世
の

書
で
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、

'異
版
が
多



212 

く
、
版
ご
と
に
文
字
の
異
同
が
か
な
り
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
封

校
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
互
レ
に
誤
字
を
訂
正
す
る
こ
と
の
出
来
る

場
合
も
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
我
々
は
原
刊
本
を
見
る
こ
と
が
で
き

ぬ
の
で
、
最
後
の
決
定
を
保
留
し
た
ま
ま
、
誼
め
な
い
部
分
の
訂
正

を
試
み
る
の
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
、
明
夷
待
訪
録
賞
作

集
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
理
由
で
あ
る
。
制
到
校
に
用
い
た
版
は
次
の

通
り
で
あ
る
が
、
底
本
に
は
新
興
書
局
本
を
用
レ
た
。
こ
の
書
は
誤

字
が
最
も
多
い
上
に
、

一
頁
九
行
、

一
行
二
十

二
千
で
最
も
贋
く
共

通
す
る
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
針
校
し
て
訂
正
で
き
る
明
か
な
謁
字

も
併
せ
録
し
た
。

1 

閣
拳
基
本
叢
書
本

民
闘
四
十
八
年
憂
精
新
興
讃
宙
局
覆
指
海
道
光

十
九
年
銭
照
一
昨
校
本

2 

小
石
山
房
叢
書
本

ー3

海
山
仙
館
叢
書
本

叉
四
部
備
要
覆
海
山
仙
館
本

梨
洲
遺
著
業
刊
本

企

な
お
文
中
、
原
文
は
誤
字
、
賞
作
は
斯
く
訂
正
す
べ
き
文
字
、

一

。
作
は
異
版
に
異
字
を
用
い
る
も
従
い
難
き
も
の

で
あ
る
。
頁
散
は
本

文
の
み
を
数
え
た
の
で
新
興
書
局
本
の
頁
数
と
合
致
し
な
い
。

①
二
一
貝
八
行
。

有
人
者
出
。
君
入
者
出
・
之
調。

諸
本
多
く
有
に
作
り
、
近
出
の
中
園
哲
翠
史
資
料
選
棉
清
代
之

4 

部
の
中
の
明
夷
待
訪
録
選
録
も
ま
た
同
じ
。
こ
れ
で
は
讃
め
ぬ

の
で
、
痛
か
に
有
は
形
似
に
よ
り
、
君
を
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
た
。
先
ず
君
入
者
と
出
し
、
後
文
次
に
其
人
と
う
け
、

や
が
て
人
君
と
定
着
さ
せ
た
と
讃
め
ば
意
味
が
よ
く
疏
通
す

る。

と
こ
ろ
が
、
念
の
た
め
小
石
山
房
本
を
見
た
と
こ

ろ
、
ち

ゃ
ん
と
君
に
作

っ
て
あ
る
。
本
稿
を
護
表
す
る
に
至
っ
た
の
は

こ
れ
に
よ
っ
て
若
干
の
自
信
を
得
た
の
と
、

い
く
ら
も
善
本
が

あ
り
そ
う
な
中
園
で
資
料
選
輯
本
が
誤
り
を
う
け
て
い
る
の
を

見
之
刺
戟
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

②
三
頁
三
行
。
量
而
不
欲
入
者
。
首
作
・
匿
而
不
欲
入
者
。

A

A

 

諸
本
多
く
量
に
作
る
中
に
、
遺
著
粂
刊
本
は
去
之
の
二
字
に
作

F
O
 
。。

る

一
理
あ
る
に
似
て
寅
は
然
ら
ず
。
去
る
と
い
え
ば

一
度
そ

の
位
に
つ
い
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
難
の

一
、
待

訪
録
の
誤
字
は
一
字
が
一
課
字
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

一
字
を
二
字
と
す
る
こ
と
難
の
二
、
形
似
の
共
通
な
も
の
の
な

い
こ
と
が
難
の
三
で
あ
る
。
放
に
形
の
近
似
よ
り
匿
と
改
め
て

み
た
が
、
筆
董
一
の
繁
み
は
る
貼
か
ら
す
れ
ば
或
い
は
、
遜
か
も
知
れ

:
、0

・
す
ん
、
L
V

①
十
頁
一
行
。
不
以
天
下
高
民
事
事
。
不
以
天
下
宮
内
民
魚
事

・
之



謁

不
以
天
下
信
用
事
。
と
あ
り
。

④
十
九
頁
二
行
。
有
明
之
閣
下
。
首
作

・
有
明
之
閣
臣
。

閣
下
は
む
し
ろ
等
稀
で
あ
る
か
ら
、
閣
臣
と
い
う
普
通
の
語
を

用
い
る
に
如
か
ず
。
下
文
同
じ。

①
二

一
頁
七
行
。
大
師
放
則
舎
勝
有
。
大
師
放
則
曾
賂
土
・之
謂
。

@
二
四
頁
。
勢
得
由
自
遷
除
。
賞
作
・勢
得
由
部
遷
除
。
諸
本
多
く

A
U

・

企

は
、
勢
得
出
自
遷
除
。
に
作
る
。
由
と
出
と
形
相
似
た
る
も
、

文
章
と
し
て
は
意
味
不
十
分
で
あ
る
。
部
と
自
と
は
相
似
ざ
る

が
如
く
し
て
買
は
共
通
の
部
分
が
あ
る
。
部
の
字
形
が
か
す
れ

下
文
に
雨
度
、

て
、
上
の
黙
と
、
努
の
横
篠
田
本
と
、
扇
の
従
棒
と
が
残
る
と

自
に
近
く
な
る
。

①
三
六
頁
二
行
。
唐
之
土
及
第
者
。
首
作
・
唐
進
士
及
第
者
。

前
文
に
、
唐
準
土
試
詩
賦
。
と
あ
る
に
相
麿
ず
る
。
思
う
に
進

字
が
か
す
れ
て
、
4
2

元
の
み
が
残
っ
た
の
を
之
と
讃
ん
だ
誤
り
で

あ
ろ
う
。
待
訪
録
の
誤
字
が
形
似
よ
り
出
ず
る

一
誼
左
と
な
ろ

〉
勺
ノ
。
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@
三
六
頁
四
行
。
末
雄
登
弟
入
仕
。
宋
雄
登
弟
入
之

・
之
語
。

⑤
三
九
頁

一
行
。

周
程
張
朱
陸
六
子
。
周
程
張
朱
陸
六
子
・之
請
。

⑩
五
一
頁
。
九
州
之
回
不
歎
於
上
。
九
州
之
因
不
授
於
上
・
之
講
。

⑪
五
四
頁
六
行
。
古
之
聖
君
方
授
因
。
嘗
作
・古
之
聖
君
乃
授
因
。

下
文
に
、
今
民
所
自
有
之
因
。
乃
復
以
法
奪
之
。
の
乃
と
用
法

相
同
じ
。

⑫
五
五
頁
一
行
。

可
矯
而
不
負
債
用
足
惜
。

諸
本

一
矯
字
を
省
く
は
不
可
。
文
勢
上、
'
矯
足
惜
と
あ
る
べ
き

所
で
あ
る
?

⑬
七
三
頁
三
行。

干
渉
文
臣
。
干
謁
文
臣
・
之
請。

⑬
七
七
頁
九
行
。

方
自
以
犬
牙
交
制
。

嘗
作
・方
且
以
犬
牙
交
制
。

⑮
入

O
頁
一
行
。

即

一
人
以
力
開
。

四
部
備
要
本
に
、
即
一
人
以
力
問
、
に
作
る
は
非
。

⑮
八
一
頁
六
行
。
三
代
以
丁
用
者
粟
島
。

笛
作
・

三
代
以
下
用
貴

粟
鳥
。

丁
字
は
諸
本
多
く
下
に
作
る
。
用
者
粟
吊
の
句
は
意
味
が
通
じ

な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ
れ
で
は
文
章
と
し
て
拙
。
下
文
に
、

銭
興
粟
鳥
魚
軽
重
、
ま
た
、
難
銭
興
粟
自
雑
用
。
猶
不
欲
使
其

重
在
銭
也
、
と
あ
り
。
初
め
者
を
重
か
と
考
え
て
み
た
が
、
形

似
の
上
か
ら
貴
の
方
が
遁
嘗
で
あ
ろ
う
。

⑪
一

O
O頁
五
行
。
向
然
末
王
之
事
。

-87一
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文
脈
暢
達
で
な
い
。
索
刊
本
に
、
然
向
末
王
之
事
、
に
作
る
方

が
ま
だ
ま
し
で
あ
ろ
う
。
然
字
の
位
置
顛
倒
す
る
か
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
外
に
、

二
三
頁
六
行
の
猶
然
は
、
然
猶
に
作
る
べ

き
か
。
但
し
コ
ご
頁
五
行
の
猶
然
組
義
也
、
は
こ
の
ま
ま
で
よ

⑬
一

O
一
頁
夫
非
章
人
之
臣
敗
。
嘗
作

・
夫
非
童
心
之
臣
敗
。

こ
の
童
心
は
、
彼
が
孟
子
師
説
巻
七
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
な

哲
準
的
意
味
を
以
て
で
な
く
、
首
時
の
俗
語
的
用
法
に
従
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
黄
宗
裁
は
起
見
の
よ
う
な
俗
語
を
本
書
の
中
で

用
い
て
い
る
例
が
あ
る
。

第
十
四

第
十
三

第
十

東
洋
史
研
究
叢
刊

清

朝

前

の

研
円奇マ

ノU

史
三

田

村

泰

助

著

本

文

約

五

O
O貞
珠

憤

二
五

O
O圃

十
月
下
旬
授
賞
橡
定

金

研

究

朝

史

索本
引文

外

山

軍

治

著

六
七
五
頁
年
表
二
一
一頁

三

O
頁

定

債

二

八

O
O闇

中
園
征
服
王
朝
の
研
究

上

右
京
国
御
希
望
の
方
に
本
禽
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い

本
文

田

村

貰

造

著

四
四
四
頁

定

債

二
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O
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京
都
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